
お経に説かれているお浄土は、たんなる死後の世界の話ではありません。それは、あ
らゆる他者、一切の生命のあるものを視野に入れつつ、それらと平等に共生してゆく
という、私たち人間、人類社会が目指すべき究極の理想境地として願われた世界です。
地球温暖化を専門とする科学者で組織する気温変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）
第一作業部会が１１月３日までにまとめた報告。これにより熱帯性感染症、発生数の
増加・農業生産物の収穫量の減少・生態系の変化・異常気象の増加・水位上昇で国喪
失・大都市で複合型公害の発生など、さまざまな危機的事態が予想されています。
オゾン層によりそれまで吸収されていた有害な紫外線により、皮膚ガンなどが増加し、
地球の温暖化も促進されます。オゾン層の破壊と地球の温暖化は、相互関係にあり、
フロン（冷蔵庫・エアコンなどに使用）や二酸化炭素（燃料を燃やすと出る）などの
温室効果ガスの増大によって地球温暖化が進むとオゾン層の破壊が進み、オゾン層の
破壊が進むと温暖化が加速するという悪循環を生みます。
IPCCの報告書（前出）では、破壊をしてきた人類の責任が初めて明確に記されていま
す。私たち人間の行為によって、毎年１０００種もの野生生物種が絶滅（『みんなでは
じめる環境イエローページ』）し、多くの漁場は、持続可能な産出量の限界を突破し、
崩壊しつつあります。（『地球白書2000-01』）
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Largest-ever Ozone Hole over Antarctica
（過去最大の南極オゾンホール　2000-9-6）

http://earthobservatory.nasa.gov/Newsroom/NewImages/Images/ozone_still_2000_09_06.jpg
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